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⽬的 Ginzburg-Landau⽅程式の数値解析により、⾦属超伝導接合における磁場誘起chiral
状態のヒステリシス過程を調べる。⼜、Eliashberg⽅程式によりU系化合物の超伝導状態を
調べる。

内容 磁場誘起chiral超伝導の2成分秩序変数の状態について、ヒステリシス過程の磁場・
温度依存性をGinzburg-Landau⽅程式で解析した。⼜、d-p-f模型のクーロン斥⼒に対する
摂動でVertex補正を含む超伝導有効相互作⽤を評価し、Eliashberg⽅程式でU系化合物の超
伝導対称性とギャップ構造を解析した。

結果 解析からchiral状態のヒステリシス過程と磁化保持の様⼦を明らかにし、その磁場依
存性とchiral状態安定化及び電流との対応を説明した。U系のf-d-pモデルにおいて摂動論に
よる超伝導有効相互作⽤から、超伝導対称性とギャップの波数依存性を得た。
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概要︓
 Ginzburg-Landau⽅程式により、磁場誘起chiral超伝導の2成分秩序変数の状態についてヒステリシス過程の磁場・温度依存性を解
析した。ヒステリシス過程と磁化保持におけるchiral状態安定化と電流の詳細を説明した。⼜、U系化合物における超伝導についてf-
d-pモデルにクーロン斥⼒を設定し、f電⼦間のオンサイト斥⼒に対する摂動での超伝導有効相互作⽤を評価して、Eliashberg⽅程式
の解析で超伝導対称性とギャップ構造を解析した。超伝導対称性とギャップの波数依存性を調べて、摂動のVertex補正項により超伝
導状態が安定化する機構を説明した。
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